
　NPO住品協では、技術者認定資格試験を毎年１回実施
しています。この認定資格には、調査・設計施工の２部門
があり、それぞれに住宅地盤の実務に携わる方に必須の住
宅地盤技士、上位資格の指導・監督者に必須の住宅地盤主
任技士があります。
　本号では、計算問題として有効応力に関する問題、記述
問題として盛土造成宅地における不具合および対策に関す
る問題の2問を紹介させて頂きます。住宅地盤主任技士の
試験では、四肢択一の問題とは別に、計算問題と記述問題
が各一問出題されます。これらの問題は点数配分が高いた
め、資格試験合格に向けて非常に重要であるのと同時に、
実務における計算や宅地地盤の考察に直結した内容である
ことからも非常に重要な内容と思います。本号の過去問題
と解説が、少しでも本試験受験対策となれば幸いです。

問題　2016年　住宅地盤主任技士（調査部門）
　図に示すように一様な砂地盤（湿潤単位体積重量γ
=20kN/m3）に荷重50kN/m2が一様に載荷されたとき
の土の鉛直全応力σvと間隙水圧μおよび鉛直有効応力
σv’の分布を図示せよ。ただし、水の単位体積重量は
10kN/m3とし、荷重は水平方向に一様かつ無限に載荷
されたものとする。図示は、鉛直全応力を実線（　　　
　）で、間隙水圧を破線（　　　　）および鉛直有効応
力を一点鎖線（ ）とする。

【解説】

　主任技士では、計算問題は必須であり、この例題のよう
に原理を理解していれば、大した計算をすることなく正答
できる問題も多く出題されている。また、住宅地盤品質協
会HPには、“出題内容”および“試験対策のポイント”
が試験前に掲載されるため、敬遠しがちな計算問題も高確
率で正答できる。
　例題は、有効応力の原理を問う問題である。有効応力の
原理は、土質力学において重要かつ基本的であり、実務に
おいても地盤の圧密状態を把握する上で必ず用いるため、
理解しておくべき内容だといえる。

σv=γ×Z+50kN/m2

※ 荷重50kN/m2が水平方向に一様かつ無限に載荷の条件
　γ=20kN/m3

　　Z：深さ（m）

μ=10kN/m3×（Z－H）　※Z≧H
　H：地下水位（m）　H=2.0

σv’=σv－μ
　
上記式に各深さを代入することで分布を図示する。
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【解答】

問題　2016年　住宅地盤主任技士（調査部門）
　次の問題に解答せよ（400字以内）。図–１に示すよう
な敷地において、木造２階建ての住宅を建築する計画が
ある。図–２に敷地におけるSWS試験結果を示した。敷
地は0.6m新たに盛土し、敷地の北と西側はL型擁壁を新
設する計画となっている。地盤対策を講じないで建築し
たときに予想される不具合について記述せよ。また、予
想される不具合を回避するために提案できる補強工法と
その選定理由と留意点について記述せよ。

【解答例】
◆予想される不具合
１ ．新規盛土による圧密沈下。敷地中央の沈下量大。北、

西側法面の盛土荷重大。
２．新設擁壁の支持力不足。埋め戻し部分が建物と干渉。
３ ．不安定擁壁および埋め戻し部の圧縮沈下により、建物

が北西側へ不同沈下の危険性。
４．盛土荷重による南側隣地への影響（引き込み沈下）。

◆対策工
１．擁壁下の地盤補強を実施し、支持力不足を解消。
２ ．盛土後、沈下の経時変化を測定。沈下終息後の地盤補

強。
３ ．柱状地盤改良では擁壁近接施工に注意。土質確認要。
４ ．擁壁底版と建物が干渉しないか確認要。干渉する場

合、偏芯基礎の検討が必要。

・ 上記は、主な解答内容を箇条書きに示したものであり、
これらの内容を400字以内でまとめて記述する必要があ
る。記述問題は、５点満点と点数配分が大きいため、事
前に確認できる出題内容のキーワードを参考に記述でき
る内容を出来るだけ多く用意しておくとよい。

・ 住品協では主任技士に必須の解析・考察能力を重視し、
記述問題の点数が２点以上であることを合格の最低基準
としている。
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図–1　敷地の平面図
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図–2　敷地のSWSデータ
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